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序文

　気候変動は今世紀初めの時点で最も複雑な挑戦すべき課題のひとつである．どの国もそれ

を免れることはできない．どの国も気候変動が提起している相互関連した課題に単独で取り

組むことはできない．それには議論を呼ぶ政治的な決定，気の遠くなるような技術の変化，

広範で地球全体に及ぶ影響が含まれる．

　地球温暖化に伴って，降水パターンが変化し，旱魃や洪水，森林火災などの異常気象が頻

発するだろう．人口密度の高い沿岸部や島嶼国では，海水面が上昇するにつれて何百万とい

う人々が家を失うだろう．アフリカやアジアなどの貧困層は，作物の悲劇的な不作，農業生

産性の低下，飢餓や栄養失調，疾病の増加に見舞われると予想されている．

　包容的で持続可能な経済開発の達成を使命とする国際機関として，世界銀行グループはこ

のような相互関連を学際的に説明することを試みる責務を負っている．関連分野には，開発

経済学，自然科学，エネルギー，生態学，技術，金融，有効で国際的な政策と統治などがあ

る．186 の加盟国を擁する世界銀行グループは，公益を達成するために極めて多様な諸国，

民間部門，市民社会との間で協調関係を構築するという課題に日々直面している．この 32

回目となる『世界開発報告』では，研究の成果を組み合わせることによって，「開発と気候

変動」に関する知識を深めることにその経験を適応することに取り組んだ．

　気候変動がもたらす影響の矢面に立つのは，貧困を克服し，経済成長を推進しようと努力

している途上国であろう．これらの諸国にとって，気候変動は脆弱性を高め，ようやく手に

入れた利益を損ない，経済開発の展望を著しく阻害する懸念がある．ミレニアム開発目標を

達成した上で，2015 年以降についても安全で持続可能な将来を確保することがより困難に

なる．それと同時に，多くの途上国はエネルギー開発という重要な要請に対する制限，ある

いは必要としている多くのもの（インフラや企業家精神など）を窒息させかねない新しい

ルールを懸念している．

　気候変動の膨大で多元的な課題に取り組むためには，並外れた創意工夫の才と協調が必要

とされる．「気候に関して賢明」な世界はわれわれが生きているうちに実現可能である．に

もかかわらず，本書が主張しているように，そのような転換を実現するためには，今，一緒

に，これまでとは異なる行動を起こす必要がある．

　われわれは今行動を起こさなければならない．今行うことが将来の気候と未来を形成する

選択の両方を決定するからである．現在われわれは温室効果ガスを排出しているが，それは

何十年，いや何世紀にもわたって熱を大気圏に閉じ込めることになる．火力発電所，貯水

池，住居，輸送システム，都市などを建設しているが，50 年以上はもつ可能性がある．革

新的な技術や今実験が行われている作物品種は，2050 年までに増加が予想されている 30

億人の要求を満たすために，エネルギーと食料の供給源を作り上げることができる．

　われわれは共に行動を起こさなければならない．気候変動は公共財の危機だからである．

気候変動は各国が世界規模で協調しなければ解決は不可能である．エネルギー効率を向上さ

せ，クリーン技術を開発して活用し，ガスを吸収することによって緑色に育つ自然の「吸収

源」を拡大する必要がある．人間の生命と生態資源を保護する必要がある．さまざまな方法

で，また公平な形で，共に行動する必要がある．過去の排出のほとんどは先進国によるもの

であり，1 人当たりの排出水準も高い．したがって先進国は，カーボンフットプリント（炭
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素足跡）を大幅に削減し，クリーンな代替エネルギーの開発・研究を刺激することに対して

指導権をとるべきである．しかし将来的には，世界全体の排出のほとんどは途上国で生じる

ことになるだろう．途上国が経済開発の展望を窮地に陥れることなく炭素削減の道を追求す

るためには，十分な資金と技術移転を必要とする．さらに，気候の不可避的な変動に適応す

るためには援助も必要としている．

　これまでとは違う行動を起こさなければならない．われわれは過去の気候に基づいて将来

の計画を立てることはできないからである．将来の気候に対する備えを考えると，新たな条

件に耐えることができ，人口の増加を支えるインフラを構築する必要がある．又，生態系を

維持しながら，限られた土地と水を使って十分な食料とバイオマスを供給し，世界のエネル

ギー・システムを再構成する必要もある．そのためには，気温，降水，種の変化しつつある

パターンに関する新たな情報に基づいた適応措置が必要となるだろう．このような規模の変

更には大幅な追加的資金が必要だろう．適応や軽減だけでなく，有望な取り組みの規模を拡

大し，大胆な新しい発想を探求する戦略的な研究を推進しなければならないからである．

　われわれは新たな弾みを必要としている．2009 年 12 月のコペンハーゲンで開催される

会議では，経済開発の必要性と気候にかかわる行動を統合した合意に達することが決定的に

重要である *．

　世界銀行グループは各国が気候変動に対処するのを後押しするために，金融支援の構想を

いくつか創設している．その概要は世界銀行の「気候変動対策戦略」で示した通りである．

これには炭素基金や炭素に関する機関が含まれている．これらの機関は，エネルギー効率化

と新しい再生可能エネルギーに対する資金の大幅な増加によって拡大が続いている．途上国

が気候変動に関する制度からどのように利益を享受することができ，それをどのように支持

することができるのかに関して，実際的な経験を積み上げる努力を続けている．これには森

林伐採の回避に対して奨励金を提供する仕組みから，低炭素成長のモデルや適応と軽減を組

み合わせた取り組みまで様々なものが含まれている．このような方法によって，われわれは

「気候変動に関する国際連合枠組条約」（UNFCCC）のプロセスや，新しい国際的な行動の奨

励，あるいは抑制を考案している諸国を後押しすることができる．

　さらに多くのことが必要である．先行きを展望しながら，世界銀行グループは将来のため

にエネルギーや環境に関する戦略を見直しており，さらに各国がリスク管理の実施を強化

し，完全には軽減することができないリスクに対処するためにセーフティネットを拡充する

のを支援しつつある．

　『世界開発報告 2010』は気候問題について次のように行動することを訴えている．すな

わち，もしわれわれが今，一緒に，これまでとは違う行動を起こすならば，そこには将来の

包容的で持続可能な気候システムをグローバルに形成する真の機会がある．

ロバート・Z・ゼーリック

世界銀行グループ総裁

*　訳注：コペンハーゲンでの会議（COP15）は，結果的には破綻という形で幕を閉じた．
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　貧困の削減と持続可能な開発が引き続き世界全体における優先課題の核心である．途上

国人口の 25% はいまだに 1 日 1.25 ドル未満（約 110 円）で生活している．10 億人が清

潔な飲み水，16 億人が電気，30 億人が十分な衛生設備を利用できない状況にある．途上

国ではすべての子供のうち 25% が栄養失調である．気候変動によって開発が容易になる

のではなく，一層難しくなることを認識しながらも，このような要求への取り組みが途上

国と開発援助の両方にとって引き続き優先課題である．

　にもかかわらず，世界的な気候変動には緊急に取り組まなければならない．気候変動は

すべの国にとって脅威であり，特に途上国は最も脆弱である．推定によれば，気候変動が

もたらす損害のコストのうち 75-80％は途上国がこうむることになる．産業革命以前に比

べて気温が 2℃上昇するだけで――世界が経験することになる最低限――，アフリカやア

ジアでは GDP が永久に 4-5％減少する．ほとんどの途上国は気候リスクの増大を管理す

る財政的及び技術的な能力を欠いている．所得と厚生のために，これらの国は気候に敏感

な天然資源により直接的に依存している．ほとんどの国がすでに極めて不安定な気候にさ

らされている熱帯や亜熱帯に位置している．

　経済成長が引き続き炭素集約的で地球温暖化を促進するようであれば，経済成長だけで

気候変動からの脅威に対抗することは，十分に迅速で公平であるとは思われない．した

がって，気候に関する政策は成長か気候変動かという二者択一で策定することはできな

い．それどころか，開発を促進し，脆弱性を削減し，低炭素型の成長路線への移行を資金

援助することこそ，気候に関して賢明で適切な政策である．

　もし今，共に，過去とは違った行動を起こせば，気候に関して適切な世界はわれわれの

手が届く範囲内にある．

•	 今行動を起こすことがどうしても必要不可欠である．さもないと世界は，自らが高炭

素の軌道に乗り，ほとんど不可逆的な温暖化に向かうことを認めることになる．選択

肢は無くなりコストは増大するだろう．生活水準を引き上げ，ミレニアム開発目標を

達成するという努力を気候変動は危ういものにし始めている．産業革命以前に比べて

気温の上昇を 2℃にとどめるためには――これは実現可能な上限であろう――，真の

エネルギー革命が必要である．ただちにエネルギー効率を引き上げ，低炭素技術を使

用するとともに，次世代技術への大規模な投資を実行しなければならない．さもなけ

れば，低炭素型の成長は達成不可能であろう．変わりつつある気候に耐えるために，

そして現在の人々や生活基盤，生態系だけでなく将来に起こり得るより大きな気候変

動に対する備えにかかるコストを最小化するためにも，即座に行動することが必要で

ある．

•	 世界全体が共に行動することが，コストを抑え，適応と緩和の両方に効果的に対処す

るための鍵となる．最初に行わなければならないのは，高所得国が自国の排出を削減

するために積極的に行動することである．それは途上国のために若干の「汚染の余
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地」を与えることになるだろうが，より重要なのは，それが新しい技術にかかわる

革新と需要を刺激して，速やかな規模拡大を可能にすることになる，ということだ．

又，十分に大きく安定した炭素市場の創出に役立つであろう．このような効果はとも

に，途上国が開発のために必要なエネルギー・サービスの利用を急速に増やしている

中で，低炭素軌道への移行を手助けするのに極めて重要である．ただし，これには財

政的支援による補完が必要であろう．しかし，より厳しい環境（気候リスクが増大し

て地域社会の適応能力を凌駕するようになるだろう）の下で開発を推進するために

は，共に行動することがやはり極めて重要である．最も脆弱な人々を社会的扶助プロ

グラムを通じて保護し，国際的なリスク分担の取り決めを発展させ，知識や技術，情

報の交流を促進するためには，国家や国際社会の支援が必要不可欠であろう．

•	 変貌を遂げつつある現在の世界のなかで持続可能な未来を可能とするためには，今ま

でとは異なる行動を起こすことが必要である．世界のエネルギー・システムは今後

20-30 年間で，全体で排出が 50-80％減少するように転換されなければならない．イ

ンフラは新たな極限に耐えられるように建設する必要がある．すでにストレス下にあ

る生態系を脅かすことなく，増加する 30 億人の人口が食べていけるようにするため

には，農業生産性と水使用の効率性を改善しなければならない．食料，バイオ燃料，

水力による発電，生態系サービスといった天然資源に対する需要の増加を満たすと同

時に，生物多様性を保全し，土地や森林の炭素貯蔵を維持することができるのは，長

期にわたる大規模で統合的な管理と柔軟な計画だけである．健全で強い経済的及び社

会的な戦略というのは，不確実性の増大を考慮に入れるとともに，気候面で多種多様

な未来への対応を高めるものでなければならない（過去の気候に「最適に」対処する

だけでは不十分である）．有効な政策というのは，開発，適応，そして緩和にかかわ

る（すべてが人間・財政・自然という同じ有限の資源を利用する）措置を共同で評価

するものになるだろう．

　気候に関する公平で効果的な国際的な取り決めが必要である．そのような取り決めは，

次のことを認めたものになるだろう．すなわち，途上国の様々な要求や制約の十分な認

識，開発に関して増大している課題に対処するための資金や技術の支援，国際公共財に占

める途上国のシェアが永久に低水準に留まるわけではないことの保証，気候変動の緩和が

生じる場所とそのコストを負担する人たちを切り離す仕組みの確立，である．排出の増加

のほとんどは今後は途上国で生じると考えられるからである．現状では途上国のカーボン

フットプリントは不釣り合いに低く，又，貧困を削減するためには経済の高成長を必要と

している．高所得国は途上国における気候変動への適応と低炭素型の成長の両方に対し

て，財政と技術の面で支援を供与しなければならない．適応と緩和に向けた現在の支援額

は，2030 年までに毎年必要とされる金額のわずか 5％未満にとどまっている．ただし，

不足分を革新的な融資の仕組みによって満たすことは不可能ではないだろう．

　成功は行動を変え世論を転換させることにかかっている．地球の未来は，私たち個人や

市民，消費者が決定することになるだろう．気候変動のことを理解し，行動が必要だと考

える人たちが増加してはいるものの，それを優先課題にしている人はまだあまりに少な

く，あまりに多くの人が好機であるにもかかわらず行動を起こしていない．したがって，

最大の挑戦課題は特に高所得国を中心に行動様式や制度を変えることにあるといえる．民

間部門や市民が行動を起こすのを容易にし，より魅力的にするためには，（地方，地域，

国，国際社会のすべての）公的政策を変更することが求められている．
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　人間の活動によって，地球は温暖化しつつある．現在まで
の1000年の間，地球の平均気温は0.7℃以内の範囲で変化し
ていた（下の図の緑色の領域）．しかし，人間の活動による温
室効果ガスの排出は，過去100年の間に地球の平均気温の劇
的な増加をもたらした（下の図の黄色の領域）．増加を続ける
排出量によってこの先の100年で予想される温室効果ガスの
増加は，産業革命以前と比べて地球の気温を５℃まで上昇さ
せるだろう（図の赤色の領域）．このような温暖化は，人類が
まだ経験したことがないものであり，それによってもたらさ
れる物理的な影響は，開発を厳しく制限することになるだろ
う．温室効果ガスの排出の抑制を目的とした緊急かつ野心的
な行動によってのみ危険な温暖化を回避できるだろう．
　現在までの1000年間における気温の変動の仕方は，過去の
記録の代わりとなるものから得られる見積もりを基礎にして
いる．例えば木の年輪や氷コアの分析から得られる情報であ
り，その情報は長期的な温度の変動を反映している．19世紀
から始まった近代的な気象の観測によって，地球全体の気温
をより正確に見積もることが可能になった．これにより，過
去150年の間に，地球全体の気温は産業革命以前から１℃上
昇していることが示された．地球気候モデルは，この先の温
室効果ガスの排出について，いくつかの異なる成り行きが地
球の気候に与える影響を予測している．又，今世紀中に起こ
る可能性がある気温の変化の幅を予測している．この予測は
以下のことを示している．最も積極的な緩和に向けた取り組
みでさえ，２℃かそれ以上の温暖化をもたらし（これは既に
危険であると考えられている変化である），ほとんどのモデル
は，緩和への取り組みが少なかった場合は3℃から5℃，ある

いはそれ以上（もっとも，このくらいの高さの気温の上昇に
ついては確実性は劣っている）の気温の上昇に到ると予測し
ている．本書のカバーに描かれている3つの地球は，1998年
から 2007年の夏の間に衛星によって集められたデータから
作成されたものである．海の色はクロロフィルの濃度を示し
ている．クロロフィルの濃度は，地球全体の海洋植物（植物
プランクトン）の分布状況を計る際の尺度になる．濃い青色
はクロロフィルの濃度が低い領域であり，一方，緑色，黄色，
及び赤色は，濃度が高い領域を示している．陸の色は．植物
の発育を表している．白，茶色，及び黄褐色は植物の生育が
最小の領域を示しており，明るい緑から濃い緑は植物の生育
がより活発であることを示している．陸上や海洋中の生物学
的な過程は，地球の気温と炭素循環を一定に保つという点で
重要な役割を果たしている．そして，ここに示されている地
球の地図のような情報は，人口が増加し続けている世界にお
ける限られた自然資源を管理するという点で，欠くことので
きないものである．
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